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このマニュアルでは、Oracle Enterprise Manager 2.0のインストール手順について説明しま
す。このマニュアルには、次の項が含まれています。

項目項目項目項目 参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

Oracle Enterprise Managerをインストールする前の準備 2ページ

ハードウェア要件 3ページ

ソフトウェア要件 4ページ

Oracle Enterprise Managerのコンポーネント 5ページ

Oracle Enterprise Managerのインストール 6ページ

Oracle製品の削除 13ページ
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Oracle Enterprise Managerをインストールする前の準備
Oracle Enterprise Managerをインストールする前の準備をインストールする前の準備をインストールする前の準備をインストールする前の準備

Oracle Enterprise Managerは、コンソール・クライアント、一連のデータベース・アプリ
ケーション、および管理サーバーと Intelligent Agentのネットワークからなる、システム管
理フレームワークです。

Oracle Enterprise Managerおよびそのコンポーネントは、管理環境によっては、どのような
構成でも実行できます。たとえば、個々のコンポーネントを別々のマシン上で実行したり、
すべてのコンポーネントを 1台のマシン上で実行することができます。

Oracle Enterprise Manager 2.0のアーキテクチャの概要については、『Oracle Enterprise 
Manager概説　リリース 2.0.4』の第 1章および Oracle Enterprise Manager Quick Tourを参
照してください。Quick Tour は、Oracle Enterprise Managerとともにインストールされま
す。

Oracle Enterprise Managerには、次のコンポーネントが含まれています。

■ Oracle Enterprise Managerコンソールおよび DBA Management Pack

■ Oracle Management Server

■ リポジトリ

■ Intelligent Agentによる Oracle環境全体の管理ノード

コンソールおよびコンソールおよびコンソールおよびコンソールおよび DBA Management Pack
コンソールは、Oracle Enterprise Managerのクライアントのグラフィカル・ユーザー・イン
タフェース（GUI）で、データベース管理タスクを実行するための中心的なコンポーネント
です。DBA Management Packツールには、このコンソールからもアクセスできます。

Oracle Management Server
Oracle Management Serverは、コンソールから送られた要求を処理します。リポジトリは、
Oracle Management Serverのバックエンド・ストアとして、また複数の Oracle 
Management Serverの配置に関する設定を保存するためにも使用されます。

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
Oracle Enterprise Managerリポジトリとは、Oracleデータベース内の一連の表で、Oracle 
Enterprise Managerが必要とするデータが格納されます。リポジトリは、Oracle 
Management Serverと接続しているデータベースであれば、どの Oracleデータベースにも
インストールできます。

注意：注意：注意：注意：Oracle Enterprise Managerをインストールする前に、『Oracle 
Enterprise Managerリリースノート　リリース 2.0.4』の「インストレー
ション」の項を読んでください。
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ハードウェア要件
管理ノード管理ノード管理ノード管理ノード
管理ノードには、サービスとエンティティが含まれます。サービスには、データベース、
Webサーバー、リスナーおよびポケットベル・サービスなどが含まれ、これらはOracle 
Enterprise Managerによって管理されます。

ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件

*この値は、リポジトリの初期構成に必要な 30MBを含んでいます。リポジトリの増大に
よっては、さらに 20MBが必要になる可能性があります。また、Oracle Traceを使用する場
合は、さらに 50MBのディスク領域が必要です。

**Oracle Traceを使用する場合は、さらに 50MBのディスク領域が必要です。

構成構成構成構成 マシンマシンマシンマシン メモリーメモリーメモリーメモリー ディスク領域ディスク領域ディスク領域ディスク領域

Oracle Enterprise Manager Console、
DBA Management Pack、Oracle 
Management Server、データベース・
リポジトリのすべてを 1台のマシンに
インストールする場合

Pentium II 233MHz

または

SPARC Ultra 1

128MB *180MB

コンソールと DBA Management Pack
のみをインストールする場合

Pentium II 166MHz

または

SPARC 20

64MB 150MB

Oracle Management Serverのみをイン
ストールする場合

Pentium II 233MHz

 または

SPARC Ultra 1

64MB **150MB

重要重要重要重要 : このマシンでリポジトリを実行する場合は、Oracle Enterprise 
Managerをインストールする前に、リポジトリ・データベースを個別の
ホームにインストールしておく必要があります。 前述のハードウェア要件
は、リポジトリのデータベースがインストール済みであることを想定して
います。

Oracleデータベースのシステム要件とハードウェア要件については、デー
タベース・リリースに付属のインストレーション・ガイドを参照してくだ
さい。
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ソフトウェア要件
ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件

JRE要件要件要件要件
Oracle Enterprise Managerを実行するには、Javaランタイム環境（JRE）が必要です。JRE
は、Oracle Enterprise Managerのインストール時に自動的にインストールされます。

オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・
システムシステムシステムシステム データベースデータベースデータベースデータベース Web ブラウザブラウザブラウザブラウザ Web サーバーサーバーサーバーサーバー

Windows NT 4.0

Windows 95

または

Windows 98

Oracle 8.1.5

Oracle 8.0.x

Oracle 7.3.x

Microsoft Internet 
Explorer 4.x

または

Netscape 4.0.5以降

Oracle Application 
Server 4.0.7以降

Xitami 2.3以降

または

IIS 4.0

Solaris 2.6

（推奨バージョン）

Oracle 8.1.5

Oracle 8.0.x

Oracle 7.3.x

Solarisでは、Webブラ
ウザでコンソールを実
行できません。

Oracle Application 
Server 4.0.7以降

Xitami 2.3以降

または

Apache 1.3.x

重要重要重要重要 : Oracle Management Serverは、Windows NT 4.0または Solarisでの
み実行できます。
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Oracle Enterprise Managerのコンポーネント
Oracle Enterprise Managerのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
次の製品は、この CD-ROMでインストールできます。

Oracle 製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース

Oracle Enterprise Manager 2.0.4

Oracle Enterprise Managerドキュメンテーション（英語版のみ） 2.0.4

DBA Management Pack 2.0.4

SQL*Plus Worksheet 2.0.4

Schema Manager 2.0.4

Security Manager 2.0.4

Storage Manager 2.0.4

Instance Manager 2.0.4

Extended Database Administration

Directory-Enabled Oracle Security Manager 1.0 ベータ

Replication Manager 2.0 アルファ

Oracle Parallel Server Manager 2.0.4

Oracle8i interMedia Text 2.0.4

Repository Migration Wizard 2.0.4

Oracle Management Server 2.0.4

Oracle Applications Manager（英語版のみ） 1.0 ベータ

Oracle Applications Manager Server Extensions（英語版のみ） 1.0 ベータ

Net8 Client 8.0.4

Oracle Launch Pad 1.0.1

Oracle Universal Installer 1.6.0

Oracle Enterprise Manager Web Site 2.0.4

重要重要重要重要 : Repository Migration Wizardは、Oracle Enterprise Manager 
Migration Assistantとも呼ばれます。この機能は、Windowsでのみ使用
できます。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
Oracle Enterprise Managerのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Enterprise ManagerをWindowsまたは UNIXにインストールするには、次の手順を
実行します。

1. Oracle Enterprise Manager CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. Windowsにインストールする場合は、手順 3に進んでください。

UNIXにインストールする場合は、次の手順を実行します。

runInstaller と入力して、CD-ROMのトップ・ディレクトリから
runInstaller.sh スクリプトを実行します。

Oracleユニバーサル・インストーラの実行中に、Xlibエラーまたは "サーバーへの
接続に失敗しました "エラーが発生した場合は、環境変数を次のように設定しま
す。 

%setenv DISPLAY < マシン名>:0.0 
%xhost + 

その後で、再度 runInstaller スクリプトを実行します。

手順 4に進みます。

3. 「Oracle Enterprise Manager Autorun」ウィンドウに、次のオプションが表示されます。

■ 「インストールを開始」

■ 「CD-ROMを検索」

■ 「情報を見る」

「インストールを開始」をクリックします。

4. Oracle Universal Installerの「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

「次」ボタンをクリックして、継続します。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
5. 「ファイルの場所」ウィンドウが表示されます。

「ソース 」セクションの「パス」フィールド内の情報は変更しないでください。

「パス」フィールドには、Oracle Enterprise Manager コンポーネントをインストー
ルする際に使用する products.jarファイルへのフル・パス名が記述されています。

6. 「宛先」セクションの「名前」フィールドに、Oracle Enterprise Managerをインストー
ルする Oracleホーム・ディレクトリの名前を入力するか、またはドロップダウン・リ
ストからその名前を選択します。たとえば、次のようになります。

ホーム・ディレクトリが作成されていない場合は、ここで入力した名前のホーム・ディ
レクトリがインストール中に Oracle Enterprise Managerによって自動的に作成されま
す。このホーム・ディレクトリは、次の手順（手順 7）で選択したドライブ上に作成さ
れます。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
Oracleホームについては、次のガイドラインに従ってください。

■ Oracle Enterprise Managerを、別のバージョンの Oracle Enterprise Managerと同じ
ホーム・ディレクトリにインストールしない。

■ Oracle Enterprise Managerバージョン 2.0を Oracle 8i（Oracle 8.1.5）の一部として
入手している場合は、Oracle 8.1.5のホームとは別のホームに、Oracle Enterprise 
Manager クライアント、Oracle Management Serverおよび管理アプリケーション
をインストールする。

■ Windowsでのポケットベル機能と、Windowsおよび UNIXでの Oracle 
Applicationsの管理を使用可能にするエージェント拡張機能をインストールする場
合は、Intelligent Agentと同じ Oracleホーム・ディレクトリにインストールする。

7. 「宛先」セクションの「パス」フィールドに、Oracleホーム・ディレクトリの適切なパ
ス名を入力するか、またはドロップダウン・リストからその名前を選択します。たとえ
ば、次のようになります。

入力したパスが現時点で存在していなければ、インストレーション中に作成されます。

「ファイルの場所」ウィンドウ内のすべてのフィールドに入力します。

「次」ボタンをクリックして、継続します。

Windows NTにインストールする場合は、手順 10に進んでください。

Windows 95/98にインストールする場合は、手順 11に進んでください。

UNIXにインストールする場合は、手順 8に進んでください。

8. 「Unix グループ名」ウィンドウが表示されます。

このシステム上で Oracleソフトウェアを更新する許可を持つ UNIXグループ名を指定
するには、空欄にそのグループ名を入力して、手順 9へ進んでください。

rootのみに許可を与える場合はフィールドを空白にしたまま、「次」をクリックして手
順 10へ進んでください。

重要重要重要重要 :　Oracleホーム・ディレクトリの名前が次の条件を満たしているこ
とを確認してください。

■ 1～ 16文字

■ 英数字とアンダースコアのみを含む

■ 空白は入れない
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Oracle Enterprise Managerのインストール
9. インストールを継続する前に、root権限で実行する必要のある操作を説明するダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

これらの操作は、/tmp/OraInstall/orinstRoot.shと呼ばれる Bourne Shellスク
リプトに保存されています。

次のいずれかを実行します。

■ ここで /tmp/oraInstall/orainstRoot.shスクリプトを実行し、次に「再試
行」をクリックしてインストールを継続する。

または

■ 「終了」をクリックする。

/tmp/OraInstall/orainstRoot.shスクリプトを実行する。

インストーラを再起動する。

10.「使用可能な製品」ウィンドウが表示されます。

次の製品オプションのうちインストールするものを 1つ選択します。

■ 管理サーバーと Enterprise Managerクライアント 2.0.4.0.0

これを選択すると、中間層の Oracle Management Server、Oracle Enterprise 
Managerコンソール、DBA Management Packがインストールされます。

■ Oracle Enterprise Manager クライアント 2.0.4.0.0

これを選択すると、Oracle Enterprise Managerコンソール、DBA Management 
Packがインストールされます。

■ エージェント拡張機能 2.0.4.0.0

これを選択すると、Windowsでのポケットベル機能と、Windowsおよび UNIXで
の Oracle Applicationsの管理を可能にする、Oracle Intelligent Agentへの拡張機能
がインストールされます。

オプションを選択して、「次」ボタンをクリックして継続します。

エージェント拡張機能を選択した場合は、手順 12に進んでください。

Windows NTにインストールする場合は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド
　リリース 2.0.4』の第 6章「NT用ポケットベル・サービスの構成および起動」も
参照してください。

それ以外の場合は、手順 11に進んでください。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
11.「インストールの種類」ウィンドウが表示されます。

「標準」インストールまたは「カスタム」インストールのどちらかを選択します。

■ 「標準」インストールでは、選択された製品およびデフォルトのコンポーネントが
インストールされる。

■ 「カスタム」インストールでは、選択された製品の一部としてインストールする特
定のコンポーネントを選択できる。コンポーネントの中には、マシン内でのインス
トール場所を選択できるものもあります。

「次」ボタンをクリックして、継続します。

「標準」インストールを選択した場合は、手順 15に進んでください。

「カスタム」インストールを選択した場合は、手順 12に進んでください。

12.「使用可能な製品コンポーネント」ウィンドウが表示されます。

このウィンドウに、インストールする製品とともにインストールされるコンポーネント
のリストが表示されます。

削除する項目またはインストールしない項目のみ、チェックを外します。すでにインス
トールされている項目のチェックを外すと、その項目が削除されます。

エージェント拡張機能をWindowsにインストールする場合は、次の 2つのコンポーネ
ントのみがインストールされます。

ポケットベル・サービス・エージェント拡張機能

および

アプリケーション管理エージェント拡張機能

エージェント拡張機能を UNIXにインストールする場合は、アプリケーション管理エー
ジェント拡張機能のみがインストールされます。

インストールするコンポーネントを決めたら、「次」ボタンをクリックして、継続しま
す。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
13.「コンポーネントの場所」ウィンドウが表示されます。

「コンポーネントの場所」ウィンドウでは、次のことを実行できます。

■ 「インストールされるすべてのコンポーネントを表示」ボックスをチェックして、
インストールするすべてのコンポーネントのリストを表示する。

■ リスト内のコンポーネントをクリックして、コンポーネントの格納場所を変更でき
るかどうかを調べたり、コンポーネントをインストールする場所を調べる。コン
ポーネントの格納場所を変更できる場合は、空のボックスが下に表示されるので、
新しい格納場所の名前を入力します。また、「場所の変更」ボタンをクリックして、
新しい格納場所を参照することもできます。

■ 別のディスク・ドライブ上に使用可能な領域があるかどうかを調べるには、「使用
可能なディスク領域」フィールド内の矢印を選択する。

すべてのコンポーネントに対しその場所を決めたら、「次」ボタンをクリックして、継
続します。

Oracle Enterprise Manager クライアントのみをインストールする場合は、手順 15へ進
んでください。

それ以外の場合は、手順 14に進んでください。
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Oracle Enterprise Managerのインストール
14. Oracle Enterprise Manager クライアントおよび Oracle Management Serverの両方をイ
ンストールする場合は、「サーバー・リポジトリ」ウィンドウが表示されます。

次のオプションのうちの 1つを選択します。

■ 「管理サーバーは既存のリポジトリを使用」

■ 「管理サーバーは新規のリポジトリを使用」

Oracle Enterprise Managerリポジトリとは、Oracleデータベース内の一連の表で、
Oracle Management Serverと接続することで任意の Oracleデータベース内に置くこと
ができます。

オプションを選択して、「次」ボタンをクリックして継続します。

Oracle Applications Managerをインストールする場合は、「重要な構成情報」ウィンド
ウが表示されます。継続する前に、Oracle Applications Managerを Oracle 
Management Serverに手動登録する作業について、このウィンドウの指示に従ってくだ
さい。

15.「サマリー」ウィンドウに、インストレーションのアウトラインが表示されます。

「インストール」をクリックします。

「インストール」ウィンドウに、インストールの状況が表示されます。

16. このマシンから Oracle Management Serverを実行している場合、インストールの完了
時に「構成ツール」ウィンドウが表示されます。

この時点で Oracle Configuration Assistantが自動的に実行されます。

Oracle Configuration Assistantの使用方法とリポジトリの作成およびロード方法に
ついては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド　リリース 2.0.4』を参照してく
ださい。

Oracle Configuration Assistantが正常に実行されたら、「次」ボタンをクリックして継
続します。

17.「インストールの終了」ウィンドウが表示されます。

Oracle Universal Installerを終了するには、「終了 」をクリックします。

Windows 95またはWindows 98を使用している場合は、Oracle Enterprise Managerを
実行する前にマシンを再起動してください。再起動すると、JREへのパスが設定されま
す。
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Oracle製品の削除製品の削除製品の削除製品の削除
Windowsまたは UNIXにインストールされている、この Oracle製品およびその他の Oracle
製品を削除するには、次の手順を実行します。

1. すべての Oracleサービスを停止します。

2. Windowsの場合は「スタート」メニューから、UNIXの場合はコマンド・プロンプトま
たはインストール・ディレクトリから、Oracle Universal Installerを起動します。

または

CD-ROMから次の操作を実行します。

Windowsの場合の場合の場合の場合

「Autorun」ウィンドウで「インストールを開始」をクリックします。

UNIXの場合の場合の場合の場合

runInstallerスクリプトを実行します。

3. Oracle Universal Installerの「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

「製品の削除」ボタンをクリックします。

4. 「インベントリ」ウィンドウが表示されます。

削除する製品を選択し、「削除」ボタンをクリックします。

5. これらの製品とその依存コンポーネントを削除するかどうかを確認する別のウィンドウ
が表示されます。

「はい」ボタンをクリックします。

6. Oracle Universal Installerは、特定の製品を削除した場合に問題が生じる可能性のある製
品の依存コンポーネントを警告し、削除の確認を求めるプロンプトを表示します。

重要重要重要重要 : Oracle Enterprise Managerおよびすべてのコンポーネントが正常に
動作するためには、正しく構成されている必要があります。Oracle 
Enterprise Managerおよびそのコンポーネントの構成方法と起動方法につ
いては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド　リリース 2.0.4』を参照
してください。
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14 Oracle Enterprise Managerインストレーション ・ ガイド


	Oracle Enterprise Manager
	Oracle Enterprise Manager インストレーション・ガイド リリース2.0.4
	Oracle Enterprise Managerをインストールする前の準備
	ハードウェア要件
	ソフトウェア要件
	JRE要件

	Oracle Enterprise Managerのコンポーネント
	Oracle Enterprise Managerのインストール
	Oracle製品の削除


